
令和７年５月 30日 

農産物販売推進東京本部 
 

東京都中央卸売市場における本県青果物の販売状況（令和７年４月） 
 

＜野菜類＞ 

品目 

茨城県産 【参考】市場計 

入荷量 

t 

前年比 

％ 

平年比 

％ 

価格 

円/kg 

前年比 

％ 

平年比 

％ 

入荷量 

t 

価格 

円/kg 

ねぎ 880 108.7 116.3 422  125.5 122.7 3,031 436 

はくさい 5,284 101.0 92.6 96  85.3 96.2 5,449 97 

ピーマン 1,269 102.4 99.7 655  87.8  108.3 2,422 619 

※出典：①入荷量・価格は東京都中央卸売市場月報から ②平年比は都中央実績の直近５年間の平均値から算出（果実類も同じ） 

・ねぎは、低温、乾燥の影響による生育停滞から回復傾向にあり、前年、平年を上回る潤沢な入荷となった。

また価格については堅調な動きが続き、前年、平年を 2割以上上回った。 

・はくさいは、入荷量は少なかった前年をわずかに上回り、平年を 1 割弱下回った。価格は増量に向かった

中旬以降落ち着きを見せ、高値で推移した前年を１割以上下回り、平年をやや下回った。 

・ピーマンは、1 月以降の天候に恵まれ概ね順調な生育となり、入荷量は前年をやや上回り、ほぼ平年並み

となった。価格は月間を通して堅調な動きが続き、高めに推移した前年を１割以上下回り、平年をやや上回

った。 

 

＜果実類＞ 

品目 

茨城県産 【参考】市場計 

入荷量 

t 

前年比 

％ 

平年比 

％ 

価格 

円/kg 

前年比 

％ 

平年比 

％ 

入荷量 

t 

価格 

円/kg 

メロン類 406 113.4 112.8 775 102.0 116.4 790 999 
 

・メロン類は、熊本、茨城を中心に入荷。３月の低温、４月当初の降雨が影響したことにより、一部で裂果や

ネットの乱れがあるものの、前年、平年比増の入荷となった。価格は、高値となった前年並み、平年よりも

高値となった。 
 

＜花き＞  

品目 

全国平均価格  
数量の前年同時期との比較 

％ 
直近１週間の 

平均価格※ 円/本 

前年比※ 

％ 

平年比※ 

％ 

小ギク（白） 31 148 122 98 

バラ（赤） 55 102 94 109 

※平均価格（単価）は FAJ（大田市場）市況数値から算出。前年比は当該市況の前年同時期の数値から算出、 

また、平年比は直近３年間の数値から算出。 
 

・小ギクは、３月の低相場から一部の産地で出荷調整が行われ、入荷量は前年、平年並みとなった。価格は、

前年、平年よりも高値で推移したが、下旬は色バランスが崩れた影響により低価格となった。 

・バラは、高冷産地の出荷が開始。また、愛知、静岡を中心に中旬から入荷量が増加し、平年並みの入荷量

となった。価格は前年、平年並みの単価となった。 


